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通学課程（学部） 

 

学部・学科の人材の養成に関する目的 

1.理工学部 理工学部は、技術立国日本を支え、人類の豊かさに貢献するため、幅広

い教養と、理学と工学の知識と技術を基礎とした「科学する心」を持ち、

自ら考え行動できる道義心の強い技術者を育成する。 

2.人文学部 人文学部は、人間の尊厳に関心を持ち、幅広い教養と人間と社会に対す

る専門的教養を身に付け、人文科学に基づく専門性と積極的かつ実践

的に問題解決に取組む資質を持って社会に貢献する人を育成する。 

  （１）国際コミュニケーション学科 

国際コミュニケーション学科は、幅広い教養を身に付け、コミュニケー

ション・言語研究・異文化理解の領域を横断的に学ぶことを通して、豊

かな専門的力量を有し、他者と積極的に関わりながら、互いに理解・協

力して問題解決を図り、ビジネス・教育・国際協力などの分野で社会貢

献できる人材を育成する。 

  （２）人間社会学科 

人間社会学科は、幅広い教養及び社会学的な思考と社会調査に関する

専門知識を有し、市民生活において主体的に物事に関心を持ち、多様な

他者の存在を受け入れながら、論理的かつ複眼的な視点から問題を解

明する社会学的視点を身に付け、不断に自分の人生をデザインできる

人材を育成する。 

  

（３）日本文化学科 

日本文化学科は、幅広い教養を身に付け、日本の伝統文化を深く理解

し、それを継承発展させ、伝統的側面と比較文化的側面の両面から、世

界の中の日本文化の立場と意味を理解し、その独自性と普遍性を積極

的に広く発信でき、自らの考えについて的確な日本語運用能力をもっ

て表現できる人材を育成する。 

  （４）福祉実践学科 

福祉実践学科は、幅広い教養と福祉分野の素養を基礎とし、ソーシャル

ワークの専門性を備えた実践力のある専門職と、福祉の視点と技術を

活用できる人材を育成する。 

3.経済学部 経済学部は、建学の精神である「和の精神のもと、世界に貢献する人を

育成する」を実現するため、グローバル社会を視野に入れて、経済の専

門知識、問題解決のための教養とコミュニケーション能力を備えた人

材を育成する。本学部の目標は、企業活動を通じ社会に貢献できる、地

域の活性化・発展に貢献できる、社会生活に関わる現場で活躍できる

等、社会の多様なニーズに応えうると共に、それに必要な情熱と人間味

を備えている人材を輩出することにある。 

教育研究上の目的 
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4.情報学部 情報学部は、社会の発展や情報技術の進化に柔軟に対応できる能力と、

情報学に関わる基礎知識や専門知識を有し、その基盤分野及び応用利

用分野で幅広く活躍し、倫理観をもって社会に貢献できる以下の人材

を育成する。 

１．計算機/情報システムについての知識を有し、それらを構築・管理・

保守する技術・技能を身に付けた人材 

２．統計学・数理科学を中心とした文理を問わない周辺領域についての

知識及びそれらを探求する姿勢・態度を有する人材 

３．各分野に対応可能な実用的プログラミング能力を有し、活用するこ

とで課題解決できる人材 

４．幅広い教養を身に付け、社会の変化に対応した情報の活用を提案・

具現化することができる人材 

5.教育学部 教育学部は、人間に対する深い洞察力と共感的態度を養い、学校教育及

び保育・幼児教育についての専門的な知識と技能並びに幅広い教養を

身に付けた教員、保育士及び教育・福祉に創造的に関わる人材を育成す

る。 

6.経営学部 経営学部では、経営の現実や現象を正しく認識し、問題解決の能力、経

営改善、新しい発展の方向を提示し、企業や組織、そして事業の生誕・

発展・持続・変革に係るあらゆるプロセスに対応できる人材を育成する

ことを目指す。①実践性、②時代や環境への適応、③学問的基盤と科学

的根拠を基本に、今後の日本社会において必要とされるローカルな視

点とグローバルな視点を兼ね備えた人材を育成する。同時に、高い教養

と常識、経営の専門知識と技能を持ち、広い視野と協調性に富み、企業・

その他組織体並びに社会に貢献できる人材を育成する。 

7.デザイン学部 １．デザインの本質の一つである実現可能な「企画」を提案する能力と

様々な分野に応用・展開できる能力を身に付けた人材を育成する。 

２．培われた説得力のある「表現力」を発揮して、社会に貢献できる基

礎能力を身に付けた人材を育成する。 

３．あらゆる場面で「企画力」と「表現力」を活かし、社会における自

分の責任と価値を見いだすことのできる人材を育成する。 

8.心理学部 心理学部では、実践的教養としての心理学に関する専門的知識及び技

能をもって社会に貢献できる以下の人材を育成する。 

１．人間一般の特性を心理学的に評価・理解する技能・手法を身に付け

た人材 

２．社会集団の特性を心理学的に評価・理解する技能・手法を身に付け

た人材 

３．青年期・成人期を対象としたアセスメント及びカウンセリングの理

論と技能を身に付けた人材 

４．幼児期・児童期を対象としたアセスメント及び臨床的介入の理論と

技能を身に付けた人材 

9.建築学部 建築学部建築学科は、幅広い教養と建築学に関する専門知識及び実践

的な技術を修得することで、時代や環境の変化に対応した安全、健康か
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つ快適な建築、住宅及び都市空間を創出・提供し、社会に貢献できる人

材を育成する。 

10.データサイ

エンス学環 

データサイエンス学環は、幅広い教養と数理科学・統計学・情報学を基

盤とするデータサイエンスの専門知識と実践技術の修得に加え、実社

会における活用方法を修得することにより、社会の多様な諸問題に対

して、課題発見から課題解決に至る過程のデータを活用し、デジタル社

会の基盤を支えるデータに精通し、大量のデータを正しく扱い、新たな

価値を創りだせる人材を育成する。 

また、社会的課題を解決するための知識や技術を身に付け、今日的課題

への対応を含む発展的な知識を涵養するとともに、これらの知識・技術

を総合して、データサイエンス力、データエンジニアリング力、ビジネ

ス力の基本的な能力の修得を目指す。 
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通学課程（大学院） 

 

研究科・専攻の人材の養成に関する目的 

1.理工学研究科 理工学研究科は、企業・研究所等において、企画・設計・研究開発等を

行うための高度な専門技術と知識をもち、将来に向けた新たな研究

テーマの発掘及び設定、並びに研究計画の立案及び実行といった研究

のマネジメントができる専門的職業人と研究者を育成する。 

本研究科各専攻の人材養成の目的は、以下の通りである。 

 （１）物理学専攻 

物理学専攻は、物理学の特徴である「原理・原則に立ち返って事象を把

握・分析し、合理的に判断できる思考方法」を身につけ、理学と工学の

両面から問題を俯瞰し総括できる広い視野と、理論のみならず実験を

重視しつつ問題解決策を探り、それを実践する行動力を持った人材を

養成する。 

① 博士前期課程 

博士前期課程では、一つのテーマを深く研究して自然に対する理解を

深めることを通して、自ら専門性を深めていく力、複雑な情報を整理・

考察し、人に分かりやすく伝える力を有し、人との相互理解を深め、良

い人間関係を築く力があり、学術分野のみならず社会活動においても、

リーダーシップを発揮できる実践的な能力を有する専門職業人を養成

する。 

② 博士後期課程 

博士後期課程では、博士前期課程で身につけた能力に加えて、一段と深

い物理学の学識をもって、幅広い領域で自立して研究していける専門

家、研究者を養成する。 

 （２）化学専攻 

化学専攻は、実験研究の各段階（調査、計画、実施、結果の分析及び考

察）を信頼性のある手法を用いて進めることのできる人材を育成する。 

① 博士前期課程 

博士前期課程では、化学の発展に寄与する研究開発に加わることがで

きる学識と、実践する実験手法の専門性を備えた研究者や専門技術者

を育成する。 

② 博士後期課程 

博士後期課程では、さらに研鑽を積みより深い学識と計画の立案及び

具現化までに至る研究手法を身につけ、自立した研究活動を行うに必

要な能力や、高度に専門的な業務をリードする能力を備えた人材を育

成する。 

 （３）機械工学専攻 

機械工学専攻は、機械工学に関する高いレベルの専門知識を有すると

ともに、先進的な研究を通じて高度の問題解決力及び独創力を身につ

けた、日本の産業界の競争力強化に寄与できる人材を育成する。 

① 博士前期課程 
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博士前期課程では、高度な専門知識と問題解決力、独創力とを兼ね備え

て、開発、設計及び生産技術分野はもとより、機械製品のリサイクルに

至るまで、機械工学の技術者が必要とされる幅広い分野で活躍できる

専門的職業人を育成する。 

② 博士後期課程 

博士後期課程では、独創的で先進的な研究を自立して遂行する能力を

身につけ、グローバルに評価される新技術や新製品の研究開発を幅広

い分野で主体的に行うことができる専門的職業人及び研究者を育成す

る。 

 （４）電気工学専攻 

電気工学専攻は、能動的に専門知識を高めるとともに研究を行う態度

を身につけ、国内及びアジア諸国の種々の技術的問題を理解し、その解

決に取り組むことができる実行力を持った人を育成する。 

① 博士前期課程 

博士前期課程は、電気工学分野における、応用力を持った高度専門的職

業人を育成する。 

② 博士後期課程 

博士後期課程は、高度の研究能力を持つ自立した電気技術者を育成す

る。 

 （５）建築・建設工学専攻 

建築・建設工学専攻は、高度な専門知識と技術を備え、社会の急激な変

化に対応し、社会の新たな発展や技術の開発に貢献できる専門的職業

人及び研究者を育成する。 

① 博士前期課程 

博士前期課程は、建築計画や意匠デザイン分野においては、高度なセン

スと知識を持ち、実務に対応できる設計者・プランナー等を育成する。

また、構造・材料・設備の分野では、高度な専門知識と技術を持ち、実

務に対応できる施工技術者・構造設計者等を育成する。 

② 博士後期課程 

博士後期課程では、より高度な専門知識及び問題解決能力を持つ技術

者・設計者・プランナー・研究者等を育成する。 

 （６）環境システム学専攻 

環境システム学専攻は、国内及びアジア諸国の環境問題を総合的に理

解・分析し、問題解決に取り組む実行力とチームワーク力、技術者とし

ての倫理感を持つ環境技術者及び企業等における研究者を育成する。 

① 博士前期課程 

博士前期課程は、環境分野における広範で高度な知識を持つとともに、

それを問題解決に向けて応用することができ、かつ技術者倫理を有す

る環境技術者（21世紀の環境プロフェッショナル）を育成する。 

② 博士後期課程 

博士後期課程は、より高度な研究能力を持ち、プロジェクトチームや組

織の中で、リーダーシップを発揮することができる自立した環境技術

者及び研究者を育成する。 



6 

2.人文学研究科 人文学研究科は、変動著しい環境下に置かれた「人間」とその人間が作

り出す「文化」や「社会」に関する諸問題を、各専攻の専門領域の視点

から理論的・実証的に研究し、解明することを目指し、高度な専門性と

豊かな人間性を備えた専門職業人として社会に貢献する事のできる人

材を育成する。 

本研究科各専攻の人材養成の目的は、以下の通りである。 

  （１）社会学専攻 

社会学専攻は、社会学及び社会福祉学の修得を通して、現代社会とそこ

で展開される人間生活の状況と課題について科学的に考察する能力を

高め、社会的諸課題に対する実証的な調査能力及び柔軟な実践力を有

する市民社会の有用な実践者及び自立した研究者を育成する。 

① 博士前期課程 

博士前期課程では、中学・高等学校等の教員や福祉関連施設等の専門的

職業人と博士後期課程に進学しうる基礎的な研究能力をもつ人材を育

成する。 

② 博士後期課程 

博士後期課程では、高度な専門知識と研究能力を持ち教育・指導に携わ

る人材を育成する。 

  

（２）国際コミュニケーション専攻 

人文学研究科国際コミュニケーション専攻では、多言語・多文化的な状

況が加速する現代社会において、実践的な言語運用能力を備え、複眼的

な視野で事象を分析して問題解決に取り組める高度な専門性を有する

職業人及び研究者を育成する。 

① 博士前期課程 

博士前期課程では、実践的な言語運用能力、社会・文化の多様性の理解

及び課題解決能力を身に付け、国際社会で活躍できる高度な専門性を

有する職業人及び研究者を育成する。 

② 博士後期課程 

博士後期課程では、多言語・多文化的な現代社会を複合的・複眼的な視

点から研究し、実践的な言語運用能力を用いて国際社会の共通課題を

グローバルな視野に立って取り組むことができる自立した研究者、及

び指導的な役割を担うことができる高度な専門性を有する職業人を育

成する。 

3.情報学研究科 情報学研究科は、情報処理技術を基盤とした、産業界に通用するエンジ

ニアリングを修得し、直面する問題の本質を見抜き、的確な解決策を見

出し具体的に実現を図り、新しい時代の技術課題を解決できる能力を

有する人材を育成する。 

 ① 博士前期課程 

博士前期課程では、情報学の分野において高度な専門知識を持って社

会に貢献できる技術者を育成する。 

 ② 博士後期課程 

博士後期課程では、情報学の分野において高度な研究能力を持って国

際社会に貢献できる自立した技術者及び研究者を育成する。 
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4.経済学研究科 経済学研究科は、経済現象を論理的に分析する能力を持ち、基礎的な研

究や実践的フィールドワークを通じ、経済学の先進的研究を理解した

上で、専門知識を社会の中で効果的に応用し、主体的に行動できる自立

性を兼ね備えた人材を育成する。 

5.教育学研究科 教育学研究科では、従前の人文学研究科教育学専攻の人材養成の目標

を踏襲しつつ、「障害児者教育」及び「教科教育学」分野の充実を図り、

教育の理論と実践の両面から高度な教育研究を行い、教育の本質課題

に真摯に取り組むことのできる知見豊かな教育実践者及び研究者を養

成する。また、博士前期課程においては、学生の希望に応じて、幼・小・

中・高教諭及び特別支援学校教諭の専修免許状の取得可能な教育課程

を編成し、その人材養成も併せて行う。 

 ① 博士前期課程 

教師・保育士、及び教育・保育に創造的に関わる人を育成する学部教育

をベースとし、教育思想、教育課程、教育方法、教育行財政、教育心理、

幼児教育、障害児者教育、教科教育学等を多面的に研究し、指導的立場

で活躍できる人材を養成することを目的とする。      

 ② 博士後期課程 

博士前期課程における研究成果の上に、教育学各領域における高度な

研究遂行能力とそれを支える確かな倫理性を身に付け、研究成果を教

育諸科学や教育現場に還元し、その時々の社会的ニーズをも敏感に捉

え、更なる学問的発展や新しい教育実践の創造に往還的・発展的に繋ぐ

ことのできる人材を養成することを目的とする。 

6.心理学研究科 心理学研究科心理学専攻は、心理学の研究・実践を通して、知識基盤社

会を支える、創造性豊かな優れた研究・開発能力を持つ研究者並びに高

度な専門的知識・技能を備えた職業人を育成する。 

 ① 博士前期課程 

博士前期課程では、心理学における研究及び実践を通して、科学的な態

度をもって、人間の行動と認識を探究し、現代社会が抱える問題の解決

に貢献できる人材を育成する。 

 ② 博士後期課程 

博士後期課程では、心理学における研究及び実践を通して、新たな社会

の創造・発展を牽引していく俯瞰力と独創性を備えた研究者を育成す

る。 
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通信課程（学部） 

 

教育学部（通信教育課程）の人材の養成に関する目的 

教育学部 

教育学科 

教育学部は、人間に対する深い洞察力と共感的態度を養い、学校教育

及び保育・幼児教育についての専門的な知識と技能並びに幅広い教養

を身につけた教員、保育士及び教育・福祉問題に創造的に関わる人を

育成する。また、生涯学習の場などにおいて幅広く教育的な仕事に関

わる人材を育成する。 

 

通信課程（大学院） 

 

通信制大学院 教育学研究科の人材の養成に関する目的 

教育学研究科 

教育学専攻 
教育学研究科では、既存の人文学研究科教育学専攻の人材養成の目標

を踏襲しつつ、「授業研究」「幼児教育研究」「障害児者教育研究」

の各領域の充実を図り、通信の方法により、教育学について高度の学

術及び応用を教授研究し、その深奥をきわめ、又は高度の専門性が求

められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い、自己実

現を目指し、社会に貢献する人を育成する。また、博士前期課程にお

いては、院生の希望に応じて、幼・小・中及び高教諭の専修免許状の

取得可能な教育課程を編成し、その人材養成も併せて行う。 

①博士前期課程 

教育実践者及び研究者として、教育思想・教育史、教育課程、教育方

法、教育社会学、教育行財政、教育心理学、生涯学習、幼児教育、障

害児者教育及び教科教育学を多面的かつ学際的に研究し、批判的省察

をもって実践できる人材を養成することを目的とする。 

②博士後期課程 

博士前期課程における幅広い研究の成果の上に、さらに教育学の特定

の研究領域に特化した研究を行い、それを基礎として専門分野におい

て指導的立場で活躍でき、教育学の発展に貢献できる高度な研究能力

を有した人材を養成することを目的とする。 

 


